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　2014年 6 月に医療介護総合確保推進法が成立したことを受け，今後，地域における医療と介護の提供体制は大きく変
容すると言われている．歯科医療・口腔保健においても，これまでの診療室完結型歯科医療から地域完結型歯科医療へ
の転換が強く求められている．人口のさらなる高齢化と歯科疾患の疾病構造の変化を受け，高齢者に対する口腔機能の
維持・向上や在宅歯科医療の推進等の新たなニーズが生まれている．小児期からの齲蝕予防や思春期以降の歯周病予防
などの歯科疾患への予防対策に加えて，高齢期の口腔機能の低下防止に関する取り組みを行うことによって，ライフス
テージに応じた地域歯科保健をさらに推進させることが求められている．
　高齢期の口腔機能を取り巻く学術面ならびに施策面の変化は，近年著しい．学術面では新しい概念である「オーラル・
フレイル」の考え方が提唱され，現在，関連の調査研究が進められている．また，それに呼応する形で，フレイルの考
え方を反映させた政策が打ち出されている．平成28年 6 月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」においては，
フレイル段階での機能低下の進行抑制のため，専門職による栄養，口腔，服薬などの支援を推進することが明記された．
　また，地域包括ケアシステムにおいて大きな意義を有する地域ケア会議では，歯科医師と歯科衛生士は主な構成員と
して明示されており，その役割は大きい．地域包括ケアは在宅生活を支える「地域づくり」であり，摂食や会話に深く
関与する歯科医療・口腔保健の向上を包含してシステム構築を図ることが必要である．そのためにも，多職種との連携
は必須であり，各専門職間をつなぎ，課題を共有し，より良い方策を見出し発展させる三つのスキルの向上が強く求め
られているところである．
　そこで，本特集では，多職種連携に基づく地域歯科保健や医科歯科連携の取り組みや調査研究を先駆的に展開してい
る先生方や自治体から，その内容について解説していただく．執筆者には，歯科専門職だけでなく，高齢者ケアに取り
組む多様な職域の方々を加え，地域包括ケアシステムにおける歯科保健，オーラル・フレイルと高齢者歯科保健，地域
における医科歯科連携，地域歯科保健と看護・栄養領域との連携等の諸課題について，複眼的に概説する．さらに，柏
市の医科歯科連携を基盤とした地域包括ケアの事例についても紹介していただき，今後の高齢者ケアを支えるシステム
構築における歯科の役割についても言及する．
　今回取り上げたテーマは，今後の高齢者歯科保健において中核的な課題となることを確信している．本特集が，各地
域での高齢者歯科保健活動を促進するきっかけになれば望外の喜びである．
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